
バーベＱ

みんなで

 食べると

　おいし
いわ。

「おいしくなーれ」
「おいしくなーれ」

「真剣です」「真剣です」

夏野菜収穫
いもほり 「ヨイショ」

「ヨイショ」

「穫ったぞー」
「穫ったぞー」

「昔よう
　　　したわ」

「昔よう
　　　したわ」

満10
0歳・満

米寿 おめでとうございます9月28日には満100歳のお祝いと、
９月14日に敬老会が行なわれました。

入居者みなさまの長寿と、満米寿8名の方のお祝いをしました。

おー。

そんながい
ちゃ

山田地区社会福祉協議会の方々による
アトラクション

満1
00歳

おめでとうございます

杉浦みつ様

よいがもろたね。

若瀬会の方々による
お祝いのアトラクション
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夕涼み会夕涼み会
第33回第33回

射  的

輪なげ

出  店くじ引き抽選会

南砺の歌姫

職員アトラクション

そ～れ～

へい！
　　おまちど～

おいしく

　焼けましたよ
♡

いらっしゃいませ～♡

ライブコンサート　林道美有紀さん

３人娘です

また来年～！

今年も暑かった・・・。

毎年花火も
　　　　　あがります！

焼けるまでおまち下さいませ！

ママー
焼きそば
　　　　　買って～

マツケン
　　サンバ～♪

　　　　　オ・レ！！

H28年8月5日
　やすらぎ荘デイサービスセンター前にて

？
ねらいを
さだめて～
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ふ
く
満

　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

鮭 160g（2切れ）
酒 適量
たまねぎ 1/4 個
ピーマン 1/2 個
漬け汁※混ぜ合わせておきます
　砂　糖 大さじ 1
　しょうゆ 大さじ 2
　酢 大さじ 2
　ごま油 大さじ 1/4
　赤唐辛子（刻んでおく）
 1/2 本

････････････････
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････････

①鮭は骨を取り除き一口大（１切れを３等分程度）に切り
酒をふる。
②たまねぎ、ピーマンは千切りにし、ふんわりとラップをかけ
てレンジで２分加熱する。
③耐熱皿に①の鮭をドーナツ状に並べ、ふんわりとラップ
をかけてレンジで１分30秒加熱する。
④一度取り出し上下を返す。再
びラップをして、さらに１分
加熱する。
⑤漬け汁に②のたまねぎ、ピー
マン、④の鮭を加え、混ぜ合
わせる。

作 り 方材 料 2人分

鮭の南蛮漬け

鮭の上下を返す際は、皿や蒸気でのやけどに注意しましょう。

注意点

願いが叶い
ますように！！

きれいやわ
～

認知症の原因の約６割を占めるアルツハイマー型認知症の発症に、
生活を取り巻く環境の影響が大きく関わっているそうです。

キウイ、はっさく、ブロッコリー、
ほうれん草、モロヘイヤ、かぼちゃ、
にんじん、セロリ等
他に予防が期待できる食品
オリーブオイル、大豆

１.食　習　慣   野菜・果物（ビタミンＣ、Ｅ、βカロチン）を食べる
   魚（ＤＨＡ、ＥＰＡ）をよく食べる（イワシ、サバ、マグロ、サンマ等）
   緑茶、赤ワイン、コーヒー、チョコレート（ポリフェノール）等
２.運 動 習 慣   週3日以上の有酸素運動（ラジオ体操、水泳、ウォーキング等）
３.対 人 接 触   人と会って話をする
４.知的行動習慣   文章を書く・読む、ゲームをする、博物館に行く など
５.睡 眠 習 慣   30分未満の昼寝 起床後2時間以内に太陽の光を浴びる

利用者様宅のお庭に咲く四季折々のお花！！いただいたお花は生けて飾っています。
名前のわからないお花には、名札をつけています。（スタッフ）

お花を生けてくださる山田信子さん

脳の状態を良好に保つ
⇒食習慣や運動習慣が大事

認知機能低下を防ぐ
⇒対人接触を行うことや知的行動習慣を
　意識した日々を過ごす

バランスの良い食事や、心と体を健康にして
認知症を予防しましょう！！

認知症になりにくい生活習慣

な
ん
と

き
れ
い
な

花
や
ち
ゃ
〜

ど
う
い
う

名
前
の

花
や
？
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▽
ご
寄
付
物
品
〔
敬
称
略
〕

・
多
地
　
正
伸
 

（
車
椅
子
１
台
・
個
浴
チ
ェ
ス
ト
１
台
・

座
椅
子
１
台
・
の
れ
ん
棒
１
本
）

・
み
ど
り
営
農
組
合 

組
合
長
　
鵜
野
　
伊
忠

（
ユ
リ
蕾
37
個
）

・
森
田
　
清
司
（
タ
オ
ル
51
枚
・
バ
ス
タ
オ

ル
４
枚
・
肌
着
多
数
）

・
木
下
　
秀
明
（
丹
島
豆
腐
30
丁
）

・
才
川
　
　
茂
 

　 

　
（
洗
剤
（
レ
ー
ク
カ
ラ
ー
）
１
箱
）

・
常
本
　
栄
子
（
雑
巾
１
０
０
枚
）

・
池
田
　
　
治
（
離
被
架
１
台
・
衣
類
、
医

療
品
、
紙
お
む
つ
多
数
）

・
福
光
理
容
組
合
　
中
村
　
　
進
 

　 

（
タ
オ
ル
42
枚
・
バ
ス
タ
オ
ル
５
枚
）

・
石
田
　
和
義
（
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
３
パ
ッ
ク
）

・
柴
田
　
年
信
（
玄
米
30
㎏
）

▽
ご

　寄

　付 

〔
敬
称
略
〕

・
飯
田
　
英
雄
（
金
３
万
円
）

・
丹
保
　
重
高
（
金
８
万
円
）

・
匿
　
　
　
名
（
金
１
万
円
）

・
匿
　
　
　
名
（
金
２
万
円
）

・
匿
　
　
　
名
（
金
３
千
円
）

▽
来
訪
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア〔
敬
称
略
〕

（
団
体
）

・
み
ず
き
会

・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
Ｏ
Ｇ

・
民
生
委
員

・
福
光
赤
十
字
奉
仕
団

・
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動

・
吟
声
会

・
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
Ｊ
Ａ
ひ
だ
ま
り
の
会

・
フ
ラ
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

| 

平
成
二
十
八
年
七
月
〜
平
成
二
十
八
年
九
月
末
ま
で 

|

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

皆
様
方
に
た
く
さ
ん
の
御
厚
情
・
御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
紙
面
に
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

身
体
拘
束
と

高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
い
て

「
緊
急
時
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て

　
７
月
20
日
に
「
身
体
拘
束
と
高
齢
者
虐
待
防

止
」
に
つ
い
て
の
職
員
内
部
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、
主
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

実
施
す
る
事
を
目
的
と
し
て
制
作
さ
れ
た

D
V
D
を
使
い
、
よ
り
良
い
介
護
を
目
指
し
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
D
V
D
か
ら
は
介

護
職
員
の
対
応
を
見
な
が
ら
不
適
切
な
介
護
や

虐
待
を
疑
う
よ
う
な
介
護
が
な
か
っ
た
か
、
そ

の
時
の
入
居
者
や
職
員
の
気
持
ち
や
改
善
策
な

ど
を
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
介
護
は
入
居
者
の
思
い
に
添
っ

て
い
る
の
か
改
め
て

介
護
を
見
直
す
良
い

機
会
に
な
り
、
と
て

も
充
実
し
た
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
に
「
緊
急
時
へ
の
対
応
」
に
つ
い

て
、
や
す
ら
ぎ
荘
ホ
ー
ム
、
や
す
ら
ぎ
荘
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
ふ
く
満
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
３
箇
所

に
お
い
て
内
部
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
緊
急
時
の
対

応
方
法
と
し
て
、
事
例
を
挙
げ
夜
間
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
行
動
で
き
る
か
、
各
フ
ロ
ア
で
誤

薬
を
防
ぐ
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
職
員
か
ら
は
「
手
順
は
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
た
り
、
慌
て
た
り
す
る
の
で
、
今
回
の

研
修
で
振
り
返
る
事
が
で
き
た
」、「
服
薬
マ
ニ

ュ
ア
ル
や
誤
薬
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
誰
も
が

見
て
確
認
で
き
る
と
い
い
と
思
っ
た
」
等
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を

も
と
に
検
討
し
、
発
表
し
ま
し
た
。
職
員
か
ら

は
、「
看
護
師
に
頼
り
が
ち
な
の
で
、今
回
ま
ず
、

最
初
に
ど
う
す
る
か
？
を
意
識
統
一
で
き
た
」、

「
日
頃
か
ら
目
配
り
し
、
早
期
発
見
で
き
る
こ

と
が
大
切
」、「
し
っ
か
り
と
し
た
知
識
を
持
っ

て
業
務
を
行
っ
て
い
き
た
い
」、「
自
分
ひ
と
り

で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
せ
ず
、
周
り
の
職
員
と

協
力
し
て
、
焦
ら
ず
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
」
等
と
多
く
の
意
見
が
あ
り
ま

趣
味
…
カ
ラ
オ
ケ
・
将
棋

や
す
ら
ぎ
荘
で
の
活
動
…

　
毎
週
火
曜
日
の
カ
ラ
オ
ケ

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
入
居
者
の

方
と
一
緒
に
歌
を
う
た
う
。

山
田
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
入
居
者
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
口
ず
さ
み
な
が

ら
大
好
き
な
歌
の
練
習
も
か
ね
て
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
の
た
め
に
も
頑
張
り
ま
す
。

山田 与志信さん

縁
の
下
の
力
持
ち

や
す
ら
ぎ
荘

No.8

・
案
山
子
友
の
会

・
婦
翔
会

・
成
瀬
社
中

・
Ｎ
＆
Ｋ

・
井
口
赤
十
字
奉
仕
団

・
点
ク
ラ
ブ

・
な
ん
と
土
笛
の
会

・
編
み
竹
会

・
ス
リ
ー
テ
ィ
ー

・
し
ゃ
く
な
げ
の
会

・
草
月
流
成
瀬
社
中

・
山
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
個
人
）

・
出
村
　
一
枝

・
安
達
さ
よ
子

・
谷
崎
　
記
子

・
山
坂
　
年
夫

・
金
岩
喜
美
子

・
山
田
与
志
信

・
村
田
喜
美
居

・
坂
田
　
福
美

・
北
島
佐
弘
子

・
吉
田
ル
ー
デ
ス

・
上
田
　
万
愛

・
斉
田
日
菜
子

・
西
村
み
つ
子

・
下
崎
富
美
子

・
道
端
　
邦
子

・
大
道
　
悦
子

・
西
村
み
つ
子

・
栗
山
　
忠
雄

・
林
道
美
有
紀

・
水
口
　
秀
治

・
水
口
　
芳
美

・
蟹
谷
　
康
代

・
黒
川
　
和
恵

（
学
校
）

・
吉
江
中
学
校

・
福
野
高
校

し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
る

事
例
を
取
り
上
げ
、
話
し
合
う
だ
け
で
な
く
、
実

践
す
る
事
で
全
体

の
動
き
を
客
観
的

に
観
察
す
る
事
が

出
来
た
と
思
い
ま

す
。
予
期
せ
ぬ
事

が
起
き
て
し
ま
っ

た
時
は
、
焦
ら
ず

に
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
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▽
ご
寄
付
物
品
〔
敬
称
略
〕

・
多
地
　
正
伸
 

（
車
椅
子
１
台
・
個
浴
チ
ェ
ス
ト
１
台
・

座
椅
子
１
台
・
の
れ
ん
棒
１
本
）

・
み
ど
り
営
農
組
合 

組
合
長
　
鵜
野
　
伊
忠

（
ユ
リ
蕾
37
個
）

・
森
田
　
清
司
（
タ
オ
ル
51
枚
・
バ
ス
タ
オ

ル
４
枚
・
肌
着
多
数
）

・
木
下
　
秀
明
（
丹
島
豆
腐
30
丁
）

・
才
川
　
　
茂
 

　 

　
（
洗
剤
（
レ
ー
ク
カ
ラ
ー
）
１
箱
）

・
常
本
　
栄
子
（
雑
巾
１
０
０
枚
）

・
池
田
　
　
治
（
離
被
架
１
台
・
衣
類
、
医

療
品
、
紙
お
む
つ
多
数
）

・
福
光
理
容
組
合
　
中
村
　
　
進
 

　 

（
タ
オ
ル
42
枚
・
バ
ス
タ
オ
ル
５
枚
）

・
石
田
　
和
義
（
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
３
パ
ッ
ク
）

・
柴
田
　
年
信
（
玄
米
30
㎏
）

▽
ご

　寄

　付 

〔
敬
称
略
〕

・
飯
田
　
英
雄
（
金
３
万
円
）

・
丹
保
　
重
高
（
金
８
万
円
）

・
匿
　
　
　
名
（
金
１
万
円
）

・
匿
　
　
　
名
（
金
２
万
円
）

・
匿
　
　
　
名
（
金
３
千
円
）

▽
来
訪
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア〔
敬
称
略
〕

（
団
体
）

・
み
ず
き
会

・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
Ｏ
Ｇ

・
民
生
委
員

・
福
光
赤
十
字
奉
仕
団

・
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動

・
吟
声
会

・
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
Ｊ
Ａ
ひ
だ
ま
り
の
会

・
フ
ラ
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

| 

平
成
二
十
八
年
七
月
〜
平
成
二
十
八
年
九
月
末
ま
で 

|

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

皆
様
方
に
た
く
さ
ん
の
御
厚
情
・
御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
紙
面
に
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

身
体
拘
束
と

高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
い
て

「
緊
急
時
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て

　
７
月
20
日
に
「
身
体
拘
束
と
高
齢
者
虐
待
防

止
」
に
つ
い
て
の
職
員
内
部
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、
主
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

実
施
す
る
事
を
目
的
と
し
て
制
作
さ
れ
た

D
V
D
を
使
い
、
よ
り
良
い
介
護
を
目
指
し
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
D
V
D
か
ら
は
介

護
職
員
の
対
応
を
見
な
が
ら
不
適
切
な
介
護
や

虐
待
を
疑
う
よ
う
な
介
護
が
な
か
っ
た
か
、
そ

の
時
の
入
居
者
や
職
員
の
気
持
ち
や
改
善
策
な

ど
を
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
介
護
は
入
居
者
の
思
い
に
添
っ

て
い
る
の
か
改
め
て

介
護
を
見
直
す
良
い

機
会
に
な
り
、
と
て

も
充
実
し
た
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
に
「
緊
急
時
へ
の
対
応
」
に
つ
い

て
、
や
す
ら
ぎ
荘
ホ
ー
ム
、
や
す
ら
ぎ
荘
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
ふ
く
満
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
３
箇
所

に
お
い
て
内
部
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
緊
急
時
の
対

応
方
法
と
し
て
、
事
例
を
挙
げ
夜
間
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
行
動
で
き
る
か
、
各
フ
ロ
ア
で
誤

薬
を
防
ぐ
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
職
員
か
ら
は
「
手
順
は
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
た
り
、
慌
て
た
り
す
る
の
で
、
今
回
の

研
修
で
振
り
返
る
事
が
で
き
た
」、「
服
薬
マ
ニ

ュ
ア
ル
や
誤
薬
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
誰
も
が

見
て
確
認
で
き
る
と
い
い
と
思
っ
た
」
等
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を

も
と
に
検
討
し
、
発
表
し
ま
し
た
。
職
員
か
ら

は
、「
看
護
師
に
頼
り
が
ち
な
の
で
、今
回
ま
ず
、

最
初
に
ど
う
す
る
か
？
を
意
識
統
一
で
き
た
」、

「
日
頃
か
ら
目
配
り
し
、
早
期
発
見
で
き
る
こ

と
が
大
切
」、「
し
っ
か
り
と
し
た
知
識
を
持
っ

て
業
務
を
行
っ
て
い
き
た
い
」、「
自
分
ひ
と
り

で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
せ
ず
、
周
り
の
職
員
と

協
力
し
て
、
焦
ら
ず
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
」
等
と
多
く
の
意
見
が
あ
り
ま

趣
味
…
カ
ラ
オ
ケ
・
将
棋

や
す
ら
ぎ
荘
で
の
活
動
…

　
毎
週
火
曜
日
の
カ
ラ
オ
ケ

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
入
居
者
の

方
と
一
緒
に
歌
を
う
た
う
。

山
田
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
入
居
者
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
口
ず
さ
み
な
が

ら
大
好
き
な
歌
の
練
習
も
か
ね
て
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
の
た
め
に
も
頑
張
り
ま
す
。

山田 与志信さん

縁
の
下
の
力
持
ち

や
す
ら
ぎ
荘

No.8

・
案
山
子
友
の
会

・
婦
翔
会

・
成
瀬
社
中

・
Ｎ
＆
Ｋ

・
井
口
赤
十
字
奉
仕
団

・
点
ク
ラ
ブ

・
な
ん
と
土
笛
の
会

・
編
み
竹
会

・
ス
リ
ー
テ
ィ
ー

・
し
ゃ
く
な
げ
の
会

・
草
月
流
成
瀬
社
中

・
山
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
個
人
）

・
出
村
　
一
枝

・
安
達
さ
よ
子

・
谷
崎
　
記
子

・
山
坂
　
年
夫

・
金
岩
喜
美
子

・
山
田
与
志
信

・
村
田
喜
美
居

・
坂
田
　
福
美

・
北
島
佐
弘
子

・
吉
田
ル
ー
デ
ス

・
上
田
　
万
愛

・
斉
田
日
菜
子

・
西
村
み
つ
子

・
下
崎
富
美
子

・
道
端
　
邦
子

・
大
道
　
悦
子

・
西
村
み
つ
子

・
栗
山
　
忠
雄

・
林
道
美
有
紀

・
水
口
　
秀
治

・
水
口
　
芳
美

・
蟹
谷
　
康
代

・
黒
川
　
和
恵

（
学
校
）

・
吉
江
中
学
校

・
福
野
高
校

し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
る

事
例
を
取
り
上
げ
、
話
し
合
う
だ
け
で
な
く
、
実

践
す
る
事
で
全
体

の
動
き
を
客
観
的

に
観
察
す
る
事
が

出
来
た
と
思
い
ま

す
。
予
期
せ
ぬ
事

が
起
き
て
し
ま
っ

た
時
は
、
焦
ら
ず

に
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
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バーベＱ

みんなで

 食べると

　おいし
いわ。

「おいしくなーれ」
「おいしくなーれ」

「真剣です」「真剣です」

夏野菜収穫
いもほり 「ヨイショ」

「ヨイショ」

「穫ったぞー」
「穫ったぞー」

「昔よう
　　　したわ」

「昔よう
　　　したわ」

満10
0歳・満

米寿 おめでとうございます9月28日には満100歳のお祝いと、
９月14日に敬老会が行なわれました。

入居者みなさまの長寿と、満米寿8名の方のお祝いをしました。

おー。

そんながい
ちゃ

山田地区社会福祉協議会の方々による
アトラクション

満1
00歳

おめでとうございます

杉浦みつ様

よいがもろたね。

若瀬会の方々による
お祝いのアトラクション
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